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第七章 中世の城館跡

．　
　
藩
日
本
郷
居
館
の
後

春
ｎ
城
跡
　
背
の
山
、
居
館
か
ら

み
る
と
南
西
の
山
の

尾
根
に
春
日
城
が
あ
る
。
居
館
の
あ

る
平
面
の
海
抜
は
七
七
〇
研
ほ
ど
、

椿
日
城
最
高
郡
嫌
お
よ
そ
八
九
〇
掛
一

で
、　
一
二
０
済
は
な
高
い
、
下
に
示

す
春
日
城
の
図
の
ケ
バ
は
、
ほ
ぼ
等

高
線
に
沿
っ
て
書
い
て
あ
る
の
で
、

山
の
か
た
ち
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ

の
推
定
が
で
き
る
と
思
う
。
西
側
は

急
斜
面
で
、
ま
ず
登
る
に
は
困
難
で

あ
る
が
、
古
屋
日
の
地
字
が
あ
り
、

そ
れ
は
小
屋
日
で
あ
る
か
ら
、
西
か

ら
の
登
路
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

い
ま
は
、
康
国
寺
の
脇
か
ら
法
憧
寺

の
沢
を
通
っ
て
ゆ
る
や
か
な
登
．り
道

が
ぁ
い
て
い
る
が
、
昔
か
ら
か
ど
う

か
不
明
で
あ
る
。
最
下
の
郭
は
、
海

振
八
二
五
研
の
高
さ
０
南
北
四
五

厨
‘
東
西

一
四
樹
の
長
方
形
で
あ
る
。

こ
の
廊
に
は
お
宮
の
舞
台
が
つ
く
ら

れ
て
い

‐
る
の
で
舞
台
を
建
て
る
と
き
、

郭
面
な
改
変
し
て
い
な
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
最
下
の
郭
を
い
仮
に
、
二
の
郭
と

よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
一

■
の
郭
か
ら
南
へ
尾
根
は
上
り
に
な
る
が
、
尾
根
を
四
ヽ
五
研
の
幅
に
な
ら
し

で
平
易
に
し
て
み
る
０
■
、
ち
よ
ヶ
ど
一
細
長
い
板
を
斜
め
に
し
た
よ
う
な
ヽ
郭

状
の
細
長
い
面
が

一
〇
〇
済
余
続
ぎ
、
こ
こ
に
、
そ
う
深
く
は
な
い
が
三
条
ｏ
棚

割
が
あ
る
。

そ
れ
か
ら
斜
面
が
急
に
き
つ
く
な
っ
て
、
つ
づ
ら
折
り
に
登
つ
て
、
こ
の
瑯
の

え
が
わ
に
着
く
「
二
の
鄭
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
形
に
近
く
一
捕
北
四
一
房
、
北
側
広

い
部
分
の
東
西
一
七
辟
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
一
の
郭
に
は
い
ま
神
社
が
あ
る
。
秋

葉
社
ど
伝
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

二
の
鄭
か
ら
主
郭
へ
の
尾
根
は
、

い
く
分
舟
底
形
に
な
り
、
こ
の
間
ニ

条
の
堀
割
が
あ
っ
て
主
部
の
根
本
に

つ
く
。

主
郭
は
南
側
に
大
上
塁
を
集
き
、
南

北
二
一
鰤
、
東
西
一
０
情
の
長
方
形

で
、
主
郭
か
ら
六
層
さ
が
っ
た
北
側

に
東
西
一
〇
研

・
南
北
八
麿
の
副
郭

と
、
土
塁
の
南
に
、
四
条
の
大
堀
割

を
備
え
て
い
る
し
、
主
郭
の
西
側
に

帯
油
輸
が
あ
る
。

図
中
、
摂
１
・
※
２
と
記
し
た
二

つ
の
颯
割
は
、
尾
根
の
坂
に
掘
ら
れ

て
あ
る
の
で
、
堀
割
の
下
の
ふ
ち

と
上
の
ふ
ち
と
で
は
、
か
な
り
高

さ
が
異
な
，
、
上
に
ゎ
た
っ
て
も

す
ぐ
ま
た
、
は
う
ょ
う
な
斜
面
に

な
っ
て
い
る
「
ま
た
、
土
塁
の
南

の
大
堀
割
は
、
こ
の
城
の
中
で
最

・も
深
ぐ
大
き
な
堀
割
で
、
土
塁
上

端
か
ら
堀
の
底
ま
で
い　
一
五
研
ほ
ど

斜^
面
の
長
心
）
落
ち
込
ん
で
い
る
。

総
体
的
に
み
で
、
春
日
本
郷
側
の
平
地
か
ら
攻
め
上
ら
れ
る
こ
と

へ
の
備
え
は

当
然
だ
が
、
南
か
ら
の
尾
根
づ
た
い
に
■
め
ら
れ
る
こ
と
に
、
た
い
へ
ん
警
戒
を

は
ら

っ
て
い
る
。
天
神
城
の
項
で
述
べ
た

「
芦
憫
四
郎
右
衛
潤
　
春
日
の
城
を
再

興
す
」
の
な
日
の
城
は
、
こ
の
構
え
か
ら
み
て
，
春
日
粧
で
は
な
い
よ
う
ｔ
■
わ
　
６２３

れ
る
。

ざ
て
、
「長
野
環
町
村
誌
』
で
は
、
こ
の
春
日
城
の
こ
ｔ
を

「春
日
穴
小
屋
城
」

ど
に
う
■
計
し
を
つ
け
、
古

い
名
は

「
た
小
屋
」
と
ょ
ん
掟
上
記
し
て
い
“
¨

『経
亮
本
節
用
集
』
に
よ
れ
ば
、
「
小
屋
」
と
は

「■
民
の
隠
る
る
処
な
り
」
上
記

し
て
一
る
。
戦
争
の
と
き
ヽ
武
士
は
戦
う
が
、
そ
の
女
子
供
や
土
民
は
集
ま
っ
て

難
を
避
け
る
。
モ
の
避
難
所
が
小
屋
で
あ
る
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。　
一
方
、
瀬
下

敬
忠
は
、
『千
曲
之
真
砂
』
で
荻
生
復
来
の
説
を
ひ
き
、
「籠
来
先
生
い
わ
く
惣
じ

で
頃
年
小
屋
ど
称
す
る
は
機
上

構
の
屋
敷
を
小
屋
と
称
す
。
砦
つ
如
博
な
る
小
　
一

城
な
り
と
云
々
」
と
述
べ
て
い
る
。
ぉ
そ
ら
く

「
小
屋
」
の
用
語
は
、
両
方
に
使

用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
春
日
城
に

「穴
」
の
字
を
あ
て
ら
れ
た
の
漱
、
な

ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
糊
沢
氏
蔵
の
古
図
に
も

「穴
小
屋
」
と
あ
る
「
．

図14 堀割断面

図13 春日城跡
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第七章 中世の城館跡

れ
■
山
頂
部
の
饉
か
な
平
坦
部
を
利
用
し
て
い
る
。
一̈ｔ
」か
ら
の
眺
め
は
、
北
北

西
か
ら
北
東
方
向
ま
で
、
極
め
て
よ
い
眺
望
で
あ
り
、
特
に
浅
間
山
連
山
の
眺
め

ぼ
す
ぼ
ら
し
い
。
ま
た
、
南
側
よ
り
連
な
っ
て
き
た
尾
根
は
，
東
方
に
ヽ
広
が
り

連
続
し
た
山
系
を
作
り
出
し
、
西
側
眼
下
に
は
、
細
小
路
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
深
い
谷
が
春
日
城
跡
方
面
に
延
び
て
い
る
。
主
郭
は
、
標
高

一
二
二
五
肝
、
二

の
郭
は
一
二
〇

一
‐ヽメЦ

〓
一の
郭
は
一
二
三
〇
房
を
測
り
、
細
小
路
川
ま
で
の
標
高

差
ば
、　
一
五
〇
研
～
二
〇
〇
済
で
あ
る
。
郭
の
西
側
は
、
岩
の
崩
落
箇
所
が
目
立

ち
ヽ
険
し
い
断
崖
状
に
な
っ
て
い
る
。
各
郭
に
は
曲
輪
は
無
い
と
い
っ
て
よ
い
が
、

主
郭
西
側
の
真
下
に
は
テ
ラ
ス
状
に
開
け
た
小
規
模
な
曲
輪
が
僅
か
に
存
在
し
て

い
る
っ
こ
こ
に
は
、
洞
穴
と
い
う
よ
り
も
小
規
模
な
岩
陰
が
あ
り
、
覗
き
穴
の
よ

う
な
小
さ
な
穴
も
開
い
て
い
る
。
曲
輸
に
関
す
る
施
設
は
、
こ
の
他
に
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
　
一

空
堀
は
、
極
め
て
要
害
な
立
地

条
件
を
な
し
て
い
る
こ
と
ヽ
関
孫

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
現
在
ま
で

の
調
査
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

し
い
て
い
え
ば
、
郭
の
間
の
谷
状
・

地
形
が
一
自
然
の
地
形
を
利
用
ｔ

た
空
堀
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
倉
域
跡
の
歴
史
的
背
景
は
、

文
献
で
も
明
確
で
は
な
い
が
、
春

日
城
跡
七
関
係
し
た
伝
承
が
残
っ

て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。
『信
蕃

は
、
武
圏
勝
頼
に
従
っ
て
東
海
道

に
進
入
し
、
勝
頼
が
長
篠
で
敗
退

し
た
後
も
、
独
立
無
援
の
ま
ま
遠

州
二
俣
城
や
駿
州
田
中
城
で
家
康

と
戦
っ
て
、
主
家
の
武
田
家
が
滅

亡
す
る
ま
で
、
三
年
間
も
順
張
っ

て
い
た
。

武
田
氏
滅
亡
後
織
田
信
長
の
武

田
家
旧
家
臣
に
対
す
る
探
索
の
目

を
逃
れ
る
た
め
に
、
信
蕃
は
家
康

に
匿
わ
れ
て
い
た
。
佐
久

‐―ま
織
口

信
長
の
領
地
と
な
り
、
滝
川
一
益

が
小
諸
城
で
佐
久
を
支
配
し
た
。
し
か
し
、
天
二
十
年
六
月
二
月
に
は
、
信
長
が

家
臣
明
智
光
秀
に
本
能
寺
で
殺
さ
れ
た
の
で
、
支
配
者
を
失
つ
た
豪
族
ち
は
ぃ
自

立
し
て
領
上
の
拡
張
に
奔
走
し
て
い
た
。
信
藩
は
本
能
寺
の
変
後
、
兵
を
あ
げ
、

故
郷
に
帰
っ
て
芦
田
の
支
城
で
あ
る
春
日
城
に
拠
つ
た
。
ど
こ
ろ
が
、
そ
こ
へ
北

条
■
直
の
四
万
の
大
軍
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。
兵
を
あ
ず
た
ば
か
つ
の
信
藩
は
、

こ
の
大
軍
に
敵
す
べ
き
も
な
い
の
で
、
城
の
裏
山
に
続
く
南
方

一
里
半

（六
♂
）

の
小
倉
城
に
た
て
こ
も
っ
た
。

こ‐
の
城
は
、
切
り
立
っ
た
岩
石
の
山
で
、
天
然
の
要
害
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

南
方
の
岩
山
に
は
、
十
畳
ぐ
ら
い
の
広
さ
の
岩
窟
が
あ
る
。
岩
窟
の
内
部
に
は
、

今
で
も
乾
い
た
砂
が
敷
い
た
ょ
う
に
積
も
っ
て
い
て
、
入
■
の
上
に
は
欄
の
高
さ

の
と
こ
ろ
に
窓
の
よ
う
な
穴
が
あ
い
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
覗
ぐ
と
、
山
の
麓
が
一

写10 春口小倉城跡
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『長
野
県
町
村
認
』
で
は
、
武
限
勝
頼
、
続
い
て
織
圏
信
長
が
敗
死
し
た
天
正

十
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
、
依
圏
信
書
が
春
日
へ
戻
つ
て
、
以
後
北
条
氏
と
戦
っ

た
こ
と
を
記
し
、
そ
の
末
に
　
　
　
　
　
一

信
書
、
穴
の
名
を
思
み
て
三
澤
小
屋
と
称
す
る
は
、
諏
訪
上
下
社
に
御
射
山
あ

つ
て
、
諏
訪
文
書
で
は
御
射
山
を
三
澤
山
と
も
書
す
。
春
日
湯
沢
の
奥
に
三
沢

山
あ
り
。
足
な
り
。
ま
た
声
田
小
屋
と
称
す
。
―

（中
略
）

真
田
昌
幸
、
芦
田
小
屋
の
麓
に
来
り
、
信
蕃
に
会
ｔ
て
和
を
談
ず
等
、
声
国
家

記
に
載
す
一

ま
た
、
三
沢
山
湯
沢
の
奥
に
あ
，
。
麓
に
押
出
し
の
城
屈
あ
り
て
、
こ
れ
を
三

沢
小
屋
・
芦
田
小
屋
と
云
う
も
非
な
り
。
信
蕃
の
英
雄
ヽ
何
ぞ
さ
る
深
谷
に
屈

居
せ
ん
。
穴
小
屋
の
称
は
穴
準
の
転
に
て
、
信
蕃
穴
の
名
を
忌
み
て
、
三
沢
小

屋
・
芦
欄
小
屋
と
自
称
せ
し
は
、
城
北
に
小
屋
日
の
名
あ
る
に
て
も
明
瞭
な
る

事
、
論
を
待
た
ぎ
る
な
り
。

と
、
湯
沢
の
奥
に
二
沢
山
が
あ
っ
て
、
そ
■
に
城
屈
は
あ
る‐が
、
三
沢
小
屋
は
こ

こ
で
は
な
く
、
信
蕃
は
春
日
城
を
穴
小
屋
と
よ
ぶ
こ
と
を
き
ち
い
三
沢
小
屋
と
呼

ん
だ
の
だ
　
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
天
工
十
年
の
依
田
信
藩
と
北
条
氏
政
之
の
戦
い
に
関
連
し
、
信
蕃
の

こ
も

っ
た
と
こ
ろ
の
地
名
と
、
そ
の
出
典
を
列
記
す
る
と
、

『依
田
記
』
天
正
十
年
七
月
　
　
　
春
日
の
山
の
奥
、
三
沢
小
屋
と
申
す
所
。

『
〃
　
　
』
〃
　
　
　
九
月
　
　
　
声
田
小
屋
よ
り
罷
り
出
で
。
　
一

『乙
骨
太
郎
左
衛
門
覚
書
』　
　
　
城
を
明
け
、
三
沢
の
小
屋
へ
引
籠
り
申
す
。

「寛
永
諸
家
系
図
伝
』
中
沢
久
吉
　
一二
沢
の
山
小
屋
に
楯
籠
る
時
。

『
〃
・　
　
　
　
　
　
』
高
付
久
利
　
見
沢
山
の
小
屋
に
た
て
こ
も
る
。

『
〃
　
　
　
　
　
　
』
関
　
信
正
　
山
小
屋
に
こ
も
り

『
〃
　
　
　
　
　
　
』
小
林
重
吉
　
見
沢
山
の
小
屋
に
籠
り
　
　
　
・

湯
沢

（西
の
久
保
）
の
奥
に
三
澤
山
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
右
の
用
い
方
で
み
る
か

ぎ
り
、
三
沢
小
屋
ど
、
春
日
城
は
同
じ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

小
倉
城
跡
は
、
細
小
路
川
の
上
流
で
、
蓼
科
山
で
も
か
な
り
奥
深

小
倉
城
跡
　
い
渓
谷
を
見
下
ろ
す
岩
山
に
位
置
し
て
い
る
「
岩
山
と
い
っ
て
も

独
立
し
た
山
で
は
な
く
、
蓼
科
火
山
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
裾
野

の
一
角
で
あ
り
、
連
続
し
た
尾
根
が
北
方
へ
‐と
続
き
、
や
が
で
は
式
部
城
跡
や
布

施
城
跡
、
望
月
城
跡
の
位
置
す
る
同
一
の
尾
根
へ
と
違
な
っ
て
い
る
。

郭
は
、
主
郭
を
中
心
に
し
て
北
側
が
二
の
郭
、
南
側
が
三
の
郭
で
あ
り
、
い
づ図15 小倉城跡見取図


